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共同研究機関 鈴木電機工業(株) 

 

お問い合わせ先 工業技術研究所 浜松工業技術支援センター 

        光科  

        電話 ０５３－４２８－４１５７ 

 

研究成果事例 
平成２６～２８年度 

（県新成長戦略研究） 
 

2μmレーザーによるプラスチックの溶着事例 

 
［背景･目的］ 

 これまで、透明プラスチックのレーザー溶着には光

吸収剤等の異材を皮膜する等の前処理が必要でした。 

そこで、医療用プラスチック部品などの加工へ応用

できるクリーンな溶着を目的に前処理を必要としない

レーザー溶着について研究を行いました。 

［研究成果］ 

・透明プラスチックに適度に吸収のある波長 2μm 帯のレーザーによる溶着方法を提案

しました。 

・板状溶着用実験系と円筒状溶着用実験系を構築しました。 

・厚物、薄物、パイプ容器などの溶着加工を実現しました（写真）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 溶着加工例 

［研究成果の普及・技術移転の計画］ 

・透明プラスチックのレーザー溶着装置は共同研究機関から H29年度に販売開始予定で

す。 

・今後も共同研究を行いながら装置の改良と技術移転を行っていく計画です。 

・医療分野に加え、食品、化粧品、自動車などの各分野への応用も視野に入れ、展示会

等で引き続き提案していきます。 

（プラスチック板、板厚 2mm） （クリアファイル、板厚 0.2mm） 

 

 

写真 2μmレーザー（IPG社製） 

（パイプ容器、胴体部円筒外径 22mm） 
（食品容器、外径 70mm） 

厚物 薄物 

10mm 

溶着部 

10mm 

拡大 

レーザー溶着
部（円周） 

レーザー溶着部 

（パイプ側面周囲） 

レーザー溶着部（円周） 


